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は じめに

急速な高齢化を迎え社会の 歯科に対する要求も大き

く変貌してきて い る ｡ そ の 中にあ っ て ､ 時代に即 した

カリキ ュ ラ ム の見直しが早急の 課題とな っ た ｡ そ の た

め歯学部 では 6 年 一

貫教育 - 移行する時期にで きた空

き時間を利用 し､ 新 しい カリ キ ュ ラ ム の 開発をめ ざし

た特別授業枠を設けるこ とに した ｡ 歯学部カリキ ュ ラ

ム 委員会で検討 した結果 ､ 寝 たきり老人や ､ 病院 の患

者さんが ､ ｢ 自分 の ロ から食 べ 物を食 べ た い+ と い う

切実な要求が聞かれる現状を見て ､ 平成 9 年度 の 2 年 ､

3 年生向けに ｢摂食機能と食品 ･ 栄養学+ の 開講を決

定 した ｡ 講師 の先生は
一

線 で活躍されて い る専門家を

お招きす るこ とと し､ 講義 の 目的を明示 し統
一

の とれ

た講義となるよう､ シ ラ バ ス の作成をお願い した ｡ そ

して ､ 平成 9 年 9 月 より11 月 にか け､ 7 名 の 非常勤講

師の先生方に講義を して い ただき ､ また , 学生か らは

ア ン ケ
- 卜の形 で新しい試み に対す る評価を受ける こ

とに した ｡ こ こ で は講義の 目的 ､ シ ラ バ ス ､ そ し て学

生の ア ソ ケ
ー 卜結果をもとに ､ 新 しい カリキ ュ ラ ム 開

発 へ の取 り組み を紹介 して みた い ｡ 新 しい 試み に対す

る学生の 反応を紹介するにあた り ､ な る べ く学生の生

の声を記載する形 で報告する こ とと した ｡

講義 の概容

対象学年 : 2 年生､ 3 年生 (各6 0 名)

開講時間 : 各講義とも3 時限および 4 時限

(1 2 : 50 - 2 : 2 0 ､ 2 : 3 5 -

4 : 0 5 ､ 90

分授業 2 コ マ)

講義 の 目的 : 高齢者や脳血管障害の 後遺症と し て摂

食機能の 低下がみられるが ､ 従来 の 治療が延命を中心

と して 行われて きたた め ､ 摂食機能の 回復に社会の 目

は 向かなか っ た ｡ 最近 ､ 医療の現場だけで なく ､ 養護

老人 ホ
ー

ム などの 福祉施設から ､ 介護や リ ハ ビ リ に関

連して 摂食機能の 問題が取 りあげられるようにな り ､

顎 ･ 口 腔器官の 基質的な障害､ 脳 と関連 した機能的問

題 ､ 摂食時の体位を どうす べ きか ､ 摂食磯能障害に適

した食品の形状 ･ 物性 ､ 高齢者や摂食機能障害者の食

品の 安全性をどのように確保す べ きか など､ 多く の 問
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題点が指摘されて い る｡ 歯学部で は従来より基礎 ･ 臨

床を通 して各講座 で摂食磯能､ 栄養学 の講義を行 っ て

きた が ､ い わゆる摂食機能障害を対象と した総合的な

講義は行われて い なか っ た ｡ そ こ で新た に ｢摂食楼能

と食品 ･ 栄養学+ を開講 し､ 臨床 の場 で摂食機能障害

に取り組ん で おられる諸先生方ならびに食品 ･

栄養学

の 専門家をお招き し､ 時代 の 要請に沿 っ た歯学教育を

実施する ｡

開講日程 :

第 1 回 : 平成 9 年 9 月10 日 オ リ エ ソ テ
-

シ ョ ソ

花 田晃治 (本学部 教授)

こ の講義の 開設目的､ 講師の 紹介と講義概要の説 明

第2 回 : 9 月17 日 在宅医療の 現状と課題

柴田浩美 ( グ ー ･ - ウ ス 代表)

高齢社会とな っ た現在 ､ 医療と介護に大きな問題

が山積みされて います｡ 在宅におけるケ ア の課題は ､

特 に摂食介護と 口腔ケ ア の 専門性が強く望まれて い

ます｡ それらの対応は在宅医療におい て の マ ネ
ー ジ

メ ソ トの 必要性と口腔リ ハ ビ リ テ
- シ ョ ソ を理解す

る関わりが重要にな っ てきて います｡ 在宅ケア の ニ
ー

ズ に あ っ た専門的役割を認識 し､ そ の ア プ ロ
ー チを

紹介 します ｡

第3 回 : 9 月2 4 日 食品材料学

石原和夫 ( 県立女子短大食物栄養専攻科 教授)

食品の 中で ､ 一

種額 で 栄養的に完全であると い う

もの はなく , 種 々 の食品を組み合わせ て摂食す るこ

とに よ っ て初め て生命が維持され ､ 健康な生活を送

るこ とが できる ｡
一

方 ､ 私 た ち の食垂は栄養的に満

足出来て い ればそれで よ い とい うもの で はなく ､ お

い しく食 べ る こ とが大切で ある｡ そ の ため には ､ 各

食品の特徴を十分理解 し､ 栄養面や噂好性､ 経済性 ､

そ して ､ 安全性な どを考慮 して食品を選択きる よう

に なる こ とが必 要で ある｡

第4 回 : 10月15 日 脳 血管障害の リ ハ ビ リテ -

シ ョ ソ :

嘩下障害を中心と して

才藤栄
一

( 藤 田保健衛生大学医学部リ ハ ビ リ テ
-
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シ ョ ソ 医学教室 教授)

リ ハ ビ ]) チ -

シ ョ ソ 医学 の 見地から､ 脳血管障害

患者の治療を概観し､ 摂食機能障害に対する治療管

理 に つ い て も述 べ た い ｡ 脳 血管障害は ､ 片麻痔を代

表とする身体
･ 精神機能の 障害を残す重要な疾患で

ある｡ しか し､ リ - ビ 1) チ
-

シ ョ ソ 医療によ っ て 多

くの 問題を解決で きる疾患で もある ｡ 障害とい う概

念､ 運動学習､ な ど主要な対処法を紹介する｡ ま た ､

摂食とは ､ 食べ ろことで あり､ 人間の 生活に欠くこ

との で きない 日常行為で ある｡ 摂食嚇下障害の 病態

生理 ､ 診断法 ､ 管理法などを リ - ビ リ テ -

シ ョ ソ 医

学的観点か ら紹介する｡

第5 回 : 10 月2 2 日 臨床栄養学

岩原由美子 (信楽園病院栄養係 係長)

｢ ロ から食べ る+ ことば ､ 単 に栄養補給のみ では

なく ､ 生きる楽しみ で あり ､ さらに人間ら しく生き

る ことで もある｡ しか し､ 病院や特別養護老人 ホ ー

ム
､ 訪問看護などで は､ 経 口摂取に障害の ある人が

増え て おり､ 嚇下機能に応 じた食事形態の配慮が欠

かせ ない ｡ ま た ､ 峠下障害の 治療とともに ､ 医師を

中心に ､ 看護婦 ､ 言語訓練 し､ 理学療法士 ､ 栄養士

などに よる チ ー ム 医療 - の 関心 も高ま っ て い る ｡ そ

こ で ､ 当院にお け る摂食楼能障害者の 問題点と対策

に つ い て 紹介す る｡

第 6 回 : 10 月2 9 日 食品衛生学

宮西邦夫 (県立女子短大食物栄養専攻科 教授)

科学技術の進歩が食品の 生産 ･ 製造 ･ 保存等に多

大な改革を もた ら した半面 ､ 使用され る食品添加物 ､

農薬 ､ 抗菌 ･ 抗生物質､ 器具､ 容器 の 材質等 ､ 諸化

学物質の 安全性が問われて い る｡ 化学的物質の みな

らず細菌に つ い て も､ 流通機構､ 消費生活の変革に

より事故発生時の 被害が広域化､ 多大化する危険性

が危倶されて い る ｡ 以上 の状況か ら､ 今回 は病原性

大腸菌に よる死 亡事故を事例 と して示 しなが ら､ 食

品保健の 立場から食品の安全性に つ い て概説 した い ｡

第 7 回 : 1 1 月12 日 歯科医療における摂食機能障害

向井美恵 ( 昭和大学歯学部口腔衛生学教室 教授)



今後の歯科医療を考え る時 ､ 従来 の歯と口腔の組

織や形態の疾病のみ ならず､ 摂食 ･ 喋下などの ロ で

なされる機能疾病に対する医療対応も不可欠である｡

しか しながら､ こ れらに対応するため には他の 医療

分野 との連携が必須となる｡ 本講義で は乳幼児期の

発達から高齢期の機能減退まで を概説 し､ 歯科医療

におけ る摂食棟能障害 へ の対応は い か にある べ きか

に つ い て解説を行う｡

第8 回 : 1 1 月19 日 ボ ラ ン テ ィ ア活動 - の 誘い

坂井 典 (新潟市社会福祉協議会

ボラ ン テ ィ ア セ ン タ ー 所長)

1 . 今 なぜボ ラ ソ テ ィ ア ?

2 . ボ ラ ン テ ィ ア とは

3 . ノ
ー

マ ラ イ ゼ イ シ ョ ソ の視点か ら

･ 障害者の話を聞こう

･ 障害体験を してみ よう - ア イ マ ス ク ､ 車

椅子 -

4 . わが町 の ボ ラ ン テ ィ ア事情

5 . 素敵な学生ボラ ン テ ィ アさん紹介

6 . 2 1 世紀に向けて の夢 (学生さんからお聞きす

る)

第 9 回 : 1 1 月26 日

カ リキ ュ ラ ム 委員と学生による総括 ､ 試験

成績評価の 方法

各テ
- マ に対する レポ

ー トにより評価する｡

学生 の反応

講義に つ い て の レ ポ
ー トに よる考察､ 及び感想｡

講義に つ い て の レ ポ
ー

ト のま とめ

* 第 2 回 在宅医療の 現状と課題

･ 歯科医があま っ て い る現在 ､ こ う いう摂食に関

する分野にも､ 歯科医が積極的に介入す べ きと

思 っ た ｡

･

こ れ からの 歯科医療は ､ 即ち治療するだけで な

く､ 患者さん が ､ 人間らしく食べ る ことが 出来

るようにな る ことを､ 考 え て い くと ､ 訪問歯科
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医療が重要な意味を持 つ ようになる｡ 訪問歯科

医療とは ､ 歯科医が患者さんの 生活の 中に入 っ

て こ そ 意義をなす ｡ 人が生きて い く上 で ､ 口 か

らもの を食べ ると い う こ とは大変重要な意味を

も つ ｡ も の を食 べ た時おい しい と感じられて こ

そ ､ 人は生きようとする意志をも つ も のだ｡ こ

れからの 歯科医療は患者さん の人間性を自覚し

ながら食の確保を通 じて ､ 生活に役だ っ て い か

ね ばならな い ｡

･ 介護の 意識が変わりました ｡ 当た り前の こ とに

限がむ い て い なか っ た ように思います｡ す べ て

の面倒をみ る ことが ､ 介護 で なく ､ 手をださな

い事も介護だ っ た の です ｡ 患者さんが 出来る こ

とを見極め る ことが大切なの です ｡

``

食 べ る
' '

こ とが生きて いく上 で の基本な の

だと思い ま した ｡ こ れからの歯科医療は歯を治

療するだけで なく､ 食 べ る意志を持たせ たり､

食 べ る手助けをするこ と こそ が ､ 求め られて い

る ことだと思い ま した ｡

･ 全体的に科学的で はない という印象を受けた ｡

( 科学的で ある ことが ､ 一 概に良い とは い えな

い だ ろうが) ｡ 例 えば､ 障害児の頬筋を軽く刺

激すると､ どう して 阻噂できる ようになるか ､

理解 できなか っ た ｡

･ 歯 科学 の勉強だけ で は ､ 不十分だと思 っ た ｡ 例

えば､ 寝た きり の方 の 心理状態 ､ 家族 の 思い ､

そ れをとりまく社会背景など様 々 な視点から見

た医療をお こなわね ばならない 時期に来て い る

と思う｡ なによりも行動力をもたな ければ､ 取

り残されて しまうとい う印象を持 っ た｡ 待 っ て

い るだけ の 医者は ､ 社会の ニ
ー

ズ にそ ぐわない ｡

積極的に病む人々 の と こ ろに駆け つ け､ 心身と

もに､ なお して あげる積極的な医療が要求され

て い る の で は ない か ?

･ 口 腔 リ ハ ビ リ テ ィ シ ョ ソ とい う言葉をは じめ て

耳に した ｡ 歯科におけるリ - ビ リ テ ィ シ ョ ソ と

い う分野に も っ と ､ 関心 が寄せ られる時代がく

ると思い ま した ｡

･ 医療に携わるもの が今しなければならない の は､

個人にあ っ た治療で ある ｡ 人それぞ れかか え て



い る問題が違うの で ､ マ ニ ュ ア ル どうりに いか

ない ｡

第3 回 食品材料学

･ 歯科の分野は ､ 口腔内の 治療だけと思い がちで ､

人間が生きて い く上 で ､ 最も､ 重要な こ とは ､

食べ ると い う ことだ と解 っ た ｡ ゆ え に ､ 歯科医

も食品栄養学にも精通する ことが ､ 必要とわか っ

た ｡

･ 日本本来の 米､ 豆頬 ､ 野菜 ､ 魚介額を中心 に し

た理想の食事をとるように こ こ ろがけた い と思 っ

た ｡ 大 豆からでき る味噌が コ レ ス テ ロ
ー ル 制御

や ､ 抗腫癌性､ 抗変異性な どが あると解 っ た ｡

･ 歯科と の 接点は少なか っ た が ､ 味覚とい う快楽

を得られるよう ､ 食品材料学の 基礎的な知識が

なければと思 っ た ｡

･ 遺伝子組み替え作物は長い摂取後､ どうなるか ､

解らない まま ､ 受動的に買わされるの は どうか

と思 っ た ｡ それゆえ ､ 慎重に取り組ん でもらい

た い と思 っ た ｡

･ 食品は人間にと っ て欠かせな い もの で あり､ 人

間 の発育や ､ 健康を左右す るもの で ある の で ､

顎 口腔を扱う歯科医として これから､ 関心をも っ

て医療に い か した い ｡

･ 加圧食品が加熱食品より ､ す ぐれ て い ると い う

ことが理解できた ｡ ( 栄養､ 風味､ 鮮度)

第4 回 脳 血管障害の リ - ビ リ テ ィ ー シ ョ ソ : 癖下障

害を中心 と し て -

･ 嚇下障害の リ ハ ビ リ テ ィ ー

シ ョ ソ に つ い て充分

な知識を持 つ 医師､ 看護婦は少なく ､ 歯科医が

果たす役割は大 きい ｡

･ 峠下障害食は進歩して い るようだが ､ 一

流の シ ェ

フ をやと っ て で もどん どんおい しい もの を開発

して ､ 患者さん の 食べ る意志を高めるように し

た ほうが良い ｡

･ い まま で の ､ 講義 で ､ 医療の 質は医療器械の進

歩にもかか っ て い るが ､ 患者 の 病状や障害を総

合的に把握でき ､ 可能なかぎり能力回復に努め

る医師の熱意がそれを向上させ る のだ と思 っ た ｡

･ 歯科がどのように ､ 噴下にかかわ っ て い けば良

い の か解らなか っ たが ､ こ の 講義で ､ 誤嘩 して

も､ 必 ず､ 肺炎になるわけで なく ､ 口 腔内の衛

生管理が し っ かり して い けば良い と の こと で ､

こ の点 で かかわる事が 出来 ると感 じた ｡

･ 心 臓 の リ ズ ム 機能の 低下に べ - ス メ ー カ ー が あ

るように ､ 咽頭 の 反射不全に は嚇下 ペ ー ス メ
ー

カ ー

を使用するとい う時代がくるの では ない で

しょうか ? 大変興味深い ものが あります｡

･ 歯科医師過剰時代､ 高齢社会で ある ､ 現在 ､ 立

派な歯科医と して 生き残るた めに単に歯の治療

だ けで なく ､ 摂食嚇下障害などの症状 に対応で

き ､ 口 腔内を総合的に診断､ 治療､ 管理する こ

とが望まれる｡

･ 嚇下障害は外からみ えない ､ だか ら対応 しずら

い ｡ ロ から食物を摂取する ことは人の 欲求の 一

番基本的な もの と い える ｡

･ 年齢をかさね る ごとに ､ 幸せをあまり感じられ

なくなるという ことは ､ あまりにも､ 寂しく ､

悲 しい こ と で ある｡ 自分もそうはなりたくない ｡

き っ と ､ 患者さんも同じこ とを思 っ て い ると思

うの で ､ 少 しで もそうい っ た患者さんを治療出

来る よう知識を身に つ けて い きた い ｡ きちんと

した治療を し､ 障害を楽に し､ 食事や 日常生活

を楽しく送れる ようにする の も､ 歯科医師の役

目だと思う｡

･ 癖下障害の人にかかわると い う ことは ､ 食 べ る

こ とだけ の全般だけで なく ､ 排便に至 るまで の

生活の 問題全般にか かわるという ことを忘れて

は い けない と思 っ た ｡

･ い まま で の特別講義を聞い て歯科医､ 歯学部と

いうもの に対す るイ メ
ー ジが自分の 心 の なか で

変わ っ てきた ｡ も っ と ､ 様 々 な講義を聞い て 将

来の ことを考え てみた い と思 っ た｡

第5 回 臨床栄養学

･ 投薬や手術に よる､ 治療も大切だと思い ますが ､

楽 しく食 べ るとい うことが患者さんに生きる気

力を持たせ て ､ 治療 の 向かう第
一

歩 で あると思

われ る の で栄養におけ る研究は非常に有意義な
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もの で あると思 っ た ｡

･ こ れから の歯科医は患者の 健康管理にも､ 目を

向ける必要があると気が つ い た ｡ 癖下は歯科の

領域 でもあるの でも っ と ､ 積極的に研究を重ね

る べ き分野だと思う｡

･ 嚇下障害時の食品の ポイ ン トは ､ ゼ ラ チ ン が最

適な食べ物で ある ｡ しか し､ 食べ られない患者

で も自分の好物は食べ られると聞き､ 驚い た ｡

･ 障害を持 っ た人に食べ る楽 しみ をもう 一 度､ 取

り戻せ る ことが ､ こ れからの歯科医に重要だと

痛感 した ｡

･ 癖下障害の講演を聞い て ､ 同 じ ことを して い る

の にもかかわらず､ 歯科衛生士 ､ 栄養士 ､ 歯科

医とずいぶん患者を見る角度が違うとわか っ た ｡

どの 部分も欠かせ ない の で ､ 連携がとて も大切

だ と再認識 した ｡ チ ー ム を組み ､ 癖下障害を持 っ

た患者さん に接 して ゆく必要性を感 じた ｡

･ 歯学部とか ､ 歯科医とい う言葉が悪い の で はな

い かと思 っ た ｡ と いう の は こ の言葉から､ 従来

の歯を削り ､ 充填物を つ め ､ 義歯を つ く ると い

う ことが思い 浮かび しかも､ そ れだけとい う感

じが い なめない ｡ 歯学部変革が 叫ばれて い るな

か ､ 思い 切 っ て 名称を
"

歯科口腔学部
''

と か ､

`̀

口 腔歯学部
' '

と いうふうに､ 変 え るとよ い ｡

そ れによ っ て ､ 口 腔全体を扱う意識が生まれて

くる ｡

第6 回 食品衛生学

･ 歯科医と して菌の も っ とも多い ､ 口 腔を扱うの

で ､ 細菌に つ い て の知識 ､ 対策は充分に知 っ て

おかなければい け ない と痛感 した ｡

･ 0 -1 5 7 は ､ 先進国で 多い の は ､ 免疫力が落ちて

い るせ い で ある｡ 抗生物質もい たちご っ こ で ､

問題は なかなか解決 しない ｡

･ 食 品衛生管理もともかく ､ バ ラ ン ス の とれた食

事をと っ て ､ 免疫力を つ ける こと｡

･ 忘れき っ て い る日頃の 注意を怠らず､ ひどすぎ

る潔癖症を緩和させな い と ､ ま た細菌の逆襲に

あ っ て しまう｡ 今 の 日本 で は病原菌が比較的少

ない た め ､ 研究施設や研究者が減少 し つ つ あ っ

た ため新 しい菌 - の対策が気にか かる ｡

･ 食物を管理す るもの と して ､ H A C C P の 7 原則

(宇宙食の 7 原則) がある｡ こ の原則をク 1) ア
ー

サ る 企業はほとん どない から､ 予防は大切で あ

る｡

* H A (危害分析) ､ C C P (重要管理点)

･ 感染経路で人体には い る 口を歯科医に なる我 々

が ､ 正 しい 知識を持た なければならないと思 っ

た ｡

･ 人 間が細菌か ら保護されすぎて ､ 細菌にた いす

る ､ 免疫力が低下 して おり､ 人間が どん どん弱

くな っ てき て い る｡ 食品衛生も大切だが ､ 両刃

の剣だと思う ｡

第7 回 歯科医療における摂食機能障害

･ 今回 の 講義は難しか っ た ｡ 患者さん の求める治

療と歯科医の 行なう治療の 間に大きなギ ャ ッ プ

が ある ことを最も思 っ た ｡ 在宅医療の講義の 時

にも同じ事を感じて い た ｡

･ 現在 ､ 離乳食の 開始を歯科医に指導 して もらう

な どとい う こ とは少ない が ､ ｢ 摂食+ の こ と で

あるから､ こ れからは多くなるの で は ない か ｡

･ 摂食 ･ 癖下障害が小児から成人 ､ 高齢者 - と広

い世代にわた っ て 様 々 な症状が あり ､ それに対

応 した治療法も多様で ある ことを認識するとと

もに ､ 歯科医療との関わりの深さを改め て知 っ

た ｡

･ 症例 ビ デオに感動 した ｡ 患者さん 本人だ け で な

く ､ 家族も治療効果に喜ん で い る様子が溢れて

い た ｡ 自分は将来､ 高齢者の多い無歯科医村の

診療所､ ある い は機能障害の分野の 歯科医療に

従事 した い ｡

･ 今回の 講義は最も臨床的で ､ 摂食嘩下障害の リ

- ビ リ にお い て歯科医に求め られてい る像とい

うもの を理解 できた ｡

･ 以前に看護体験が あるが ､ 今 回 の
一 連の講義を

聴きある程度の 知識が備わ っ た と思うの で ､ 学

生の 間に再び高齢者な どの 食事介助の現場を見

学 した い と思 っ た ｡

･ 食 べ る意欲と安全に食 べ る動きを引き出すとと
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もに ､ 家族が
一

緒 にな っ て食事が できる こ とが

大切だと思 っ た ｡ 機能だけで なく､ 心 の リ - ビ

リも必要だと思う｡

･

今回 で 7 回 の 講義が終了 した が ､ 明らか に歯科

に対するイ メ
ー ジ が変わ っ てきた ｡

･ 摂食障害も歯科医が携わ っ て いく べ き重大な疾

患 で あると思 っ た ｡

･ 阻噂運動は唇 ､ 頼 ､ 歯 ､ 舌 など全 て によ っ て な

され､ 歯だけを取り扱 っ て は い けな い と繰り返

し強調 して い た の が印象に残 っ た ｡

第 8 回 ボ ラ ソ テ ィ ア活動 へ の 誘 い

･

``

何かお手伝い できる こと､ ありません か ?
''

とい え るように なりたい ｡ 相手 の 喜ぶ こ と探 し

が ボ ラ ソ テ ィ ア だ が ､ そ の 条件は自分自身の 発

信 で あり ､ 無償で あり､ 相手がそ れによ っ て 喜

ぶ こと で ある ｡
一

方 ､ 自分の名前を名乗り出る

事は しなければならない ｡

･ ボ ラ ン テ ィ ア 活動に参加する ことだけが ､ ボ ラ

ン テ ィ ア で はなく ､ た とえば ､ 障害をも っ て い

る人達に ､ そ の 障害を過剰 に意識させ ない よう

な接 し方をすることで も良い の で はな い かと思 っ

た ｡

･ 今回 の講義は現代社会で の ボ ラ ソ テ ィ ア の 多様

性と､ 社会を動かす可能性に つ い て全く言及さ

れて い な い ｡ 麦' ま りにも偏 っ た ボ ラ ン テ ィ ア -

の 誘い で あ っ た ｡ も っ と ､ マ ク ロ な視点を持 っ

た講師を招い てもらい た い ｡ ボ ラ ソ テ ィ ア は対

症療法だけ では ､ 物事の 根本解決に はならない

と思う｡ こ の た め ､ ボ ラ ソ テ ィ ア でも､ ミ ク ロ

と マ ク ロ の 眼が必要で あると思 っ た ｡

･ い まま で は ､ 摂食障害の 話が ほとん どで あ っ た

が ､ 今 回視覚､ 耳恵覚障害の 人の 治療する機会も

あると気が つ い た ｡

･ 障害者が生きやすい社会に な っ て ほ しい ｡ そ し

て ､ 体 の 良い 人 の体が悪くな っ たとき､ 人生を

あきらめ な い社会にな っ て ほ しい と思 っ た ｡ 心

があ つ くな っ た90 分 で した ｡

･ 私 は手話をや っ て い る の で ､ 聾重複障害児と遊

ぶ ボラ ン テ ィ ア に参加 し て い るが今現在や っ て

い る以外にも､ 時間が あればボ ラ ン テ ィ アをや っ

て広 い視野で人 々 を見て いけるようになりたい ｡

･ 民間 レ ベ ル で の 支援ばか り で はなく ､ 是非とも

充実させ なければならない の が ､ 行政 の支援 で

ある｡ - ソ デ を持 っ た人の 人生を支え る義務が

あると思う し､ 人権 の補償も しなければならな

い ｡ こ れは行政の責任におい て なす べきだと思 っ

た ｡ 同時に身体面だけで なく ､ 精神面で の相談

や悩みを聞き入れる機関の 充実も早急にお こな

う べきだと思 っ た ｡

まとめ

今回 ､ 歯学部特別枠
``

摂食機能と食品､ 栄養学
''

を

終了 して み て ､ そ の 結果思い がけな い 多数の 反応があ

り､ そ の 反応は
``

何を考え て るかわか らない
''

と い わ

れ る最近の 学生に対する我 々 の 予想をはるか に超えた

もの で あ っ た ｡

そ の 中で は ､ 従来とは違う歯学部に対す る認識で あ

り､ 明らかに これからの歯学部 へ の モ チ ベ
ー

シ ョ ン が

つ けられたと思われる ｡ そ の うえ ､ ボ ラ ン テ ィ ア活動

へ の 反応が予想外に高く ､ 我 々 にうれ しい 悲鳴をあげ

させ るもの だ っ た ｡

そ の結果､ 授業として は ､ 満足す べ きもの だ っ たと

思われ ､ 今後､ 高齢社会を迎える に当たり､ 新しい歯

学部の あ り方を示す
一

助にな っ たも の と確信 して い る｡
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